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1　はじめに
　日本で心理的な背景から不登校状態にある児童生徒
の存在をあきらかにしたのは、高木隆郎らの1959年の
調査注1に始まる。さらに高木注2は1960年代に精神医学的
な立場から分析をし、神経症として位置づけて学校恐
怖症と呼んだ。
　登校しなくてはいけないと思いながらどうしても登
校できない状態を、恐怖症として神経症の圏内でとら
えたのだが、やがて同じような状態で通学できない児
童生徒の数が認知されるにつれ、登校拒否と呼ばれる
ようになっていった。
　1992年の文部省の調査によると、経済的理由や病気
を原因としない中学生の年間50日以上の欠席者は1978
年の4.5倍以上となっている。高度経済成長からバブル
にかけて、一億総中流と誰もが言ってはばからない社
会情勢の中で、単なるなまけや不良行為ではなく学校
に行くことができない子どもたちは、多くの場合家庭
内の自室に閉じこもるようになっていった。
　当時、不登校状態にある児童生徒に対して両親や教
師により登校を強制することは避けられなかった。そ
の対応でしぶしぶながら登校を再開し、なんなく通常
の登校状態に戻る児童生徒も存在した。しかし、どの
ようにことをわけて説明し強制的に連れていってみて
も、頑強に登校を渋り、そのまま家庭内や自室にい続
ける場合も少なくなかった。このような例について登
校拒否と呼ぶようになり、特別な事例と考えられるよ
うになっていった。親や教師だけでなく、社会全体が、
困惑しながらも理由のはっきりしない不登校状態を追
認せざるを得なくなった。
　不可解な不登校状態は、大人を不安にした。家庭内
では登校しない子どもと親の関係性は冷えたものに
なっていき、結果、ますます自室への引きこもりを助
長することともなった。
　対処法の明確でない状況の中で、不登校状態を甘え
や社会性の未熟さと定義して、さらに強制的な対処法
が選ばれることもあった。集団での生活訓練の場に不
登校状態の子どもを預けるという選択肢である。生活
訓練は成果をあげて、通学を再開する場合も見られた
が、一方で戸塚ヨットスクール事件（1979から1982）注3
や、広島県の「風の子学園事件」（1991）注4が起こった。
スパルタ式の生活訓練を経て社会性を身に着けるよう
に期待された不登校状態にあった十代の少年たちの死
亡に社会は困惑した。
　また、いじめ自殺が次々と起こり、いじめから退避
するために登校を回避することが可であると学校、家
庭のみならず社会もそう認知するようになった。
　1992年には文部省学校不適応対策調査研究協力者会
議による報告注5が出され「すべての子どもが不登校と
なりうる」と定義された。この報告によって、当時登
校拒否と呼ばれていた不登校事態は、疾病の概念から
解放されていった。義務教育においては、学校外の公
的機関や民間施設において相談・指導を受けている場
合は、出席扱いをすることが盛り込まれるなど、学校
以外での育ちを保証する方向性が打ち出された。
　この当時河合隼雄注6は次のように述べている。
「　『登校刺激を与えるべきか、否か』などと、一般的
な論議をしてもはじまらない。無理に行け行けと言っ
てもあまり意味がないが、言った方がいい場合もある。
（中略）画一的な方法があるはずがない、とも言えるの
である。皆が学校に行っているのに一人休んでいると
いうこと自体、『他と異なる人間としての私』を見てく
ださい、と主張しているようなものである。（中略）こ
こで非常に大切なことは、その処方箋は多くの場合、
父親、母親、教師などが相当な心のエネルギーを注ぎ
込むことによってのみ有効となるのである。」
　子どもの心に沿う努力は、エネルギーを使う。先回
りして注意をしても、そっぽを向いて距離ができる。
かといって、気にならないように子どもから気をそら
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していると、親の気持ちは平穏でも、子どもは見捨て
られたような気がしてしまう。勝手だと言われても、
成長の途上で不登校状態に陥っていることを忘れては
ならない。心的エネルギーを注ぎつつ、彼らができる
だけ自分の力や努力を信じることができる解決法に向
けて大人は援助することが大切である。
　2003年文部科学省は不登校問題に関する調査研究者
会議の報告書注7として、新たな不登校への対応、支援
の在り方を提示しようとした。不登校という状況が継
続すること自体は本人の進路や社会的自立のために望
ましいことではなく、対策の検討の重要性を指摘した。
そして、不登校を心の問題としてのみとらえるのでは
なく、進路の問題としてとらえ、進路形成に役立つよ
うな指導・相談や学習支援・情報提供の必要性が指摘
された。不登校状態に対しての支援が状況の改善のた
めに必要であることも強調された。その施策の一つと
して、教育支援センター、いわゆる適応指導教室の一
層の整備と利用しやすい環境作り、教育センターや教
育研究所における教育相談機能の充実、社会体験施設
における体験プログラムの活用などの提示のみならず、
不登校児童生徒を対象とした学校を、教育課程の基準
によらずに設けることを可能とし、IT等を用いたホー
ムスクーリングを出席扱いすることができる、など、
改革を進めた。
　不登校児童生徒の数はその後やや減少を見たが、平
成26年度は小学校と中学校を合わせて12万3千人前後と
なっている（年間30日以上の欠席者）。
　
2　引きこもり段階への対処法としての「見守り」
　斎藤（2006）注8は不登校経過の諸段階として、4つの
段階をあげている。
　1　不登校準備段階
　　　　　↓
　2　不登校開始段階
　　　　　↓
　3　ひきこもり段階
　　　　　↓
　4　社会との再会段階
　不登校開始段階までの間は、強制的な力を使わずに
背中を押して登校を促すことは効果を持つことが多い。
しかし、ひきこもり段階に至ると、今度はいかに侵入
的にならずに当事者に共感していくかということが重
要な態度となる。
　休もうとする気持ちに理解を持ちながら、ちょうど
子どもの準備が整いだしたころあいをはかって背中を
押す態度は、しばしばスムーズに登校再開を促す。また、
日常生活をそれほど追い詰めることなく送らせている
うちに、本人が自ら登校を再開することもよくある。
しかし、引きこもり段階に入っていくと、親や教師の
態度は、登校を促し続ける態度を保留しなくてはなら
ない。
　1992年に文部省が不登校は誰にでも起こりうること
と述べ、その対応として、登校をせかすことや強制す
ることよりも、自発的な活動開始を待つという態度を
推奨したとき、おそらく、不登校状態にあった子ども
の保護者は、相談した先で「見守ってあげてください」
と指導されたことと思う。
　しかし、見守るように言われた保護者は、途方にく
れていた。具体的な行動を指示されるのではなく、見
守る、という言葉の説明を求める保護者は「何もしな
いでいいのでしょうか。」とカウンセラーや精神科医に
向けて質問した。つまり、「見守る」は触れない、介入
しない、特別な働きかけをしないということをイメー
ジさせ、なんとかしてやりたいと思う周囲の大人の積
極的な気持ちと相反する態度と思われたのである。保
護者が不登校の状態にある子どもにもつ不安や、心配
や、不憫に思う気持ち、あるいは、共感を、すべて封
印することが「見守る」ことであるかのような、そん
なとまどいを感じていたのだ。
　当然、保護者はとまどいを覚え、むしろ何もかかわ
ろうとしないことが正解だと信じようとした。しかし、
「見守る」とは河合が述べるように心のエネルギーを全
力で傾けながら、本人の心の中で生じている自立への
動きを、植物が育つのを見届けるように「見守る」こ
とを意味する。河合はよく「全力で何もしない」とい
う態度を、成長を見守る大人の態度として述べており、
まさに、不登校状態や思春期の葛藤の状態にある子ど
もを「見守る」ことは「全力で何もしない」という時
期を含んでいた。
　吉村（2013，2014、2016）注9は、福島県の中央部の
病院において、主として不登校に関する母親面接を月
に一回継続している。自治体の規模が小規模なためも
あり、適応指導教室や教育相談センターは市内には設
置されていない。県庁所在地にはあるが、広大な面積
の県ゆえ、登校の代替として利用することはかなわな
い。また、児童精神科を受診することにも困難を抱え
ている。こういう中で、1990年代に見られたような、
中学生の半ばまで学校生活への適応が良好であった生
徒が、息切れを起こしたように、急に不登校に陥って
いった例をいくつか担当した。親族や周囲から積極的
に厳しく言い聞かせて登校を促すことを求められてい
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た。そのため、保護者の孤立感と不安は強く、不登校
状態の子どもに対しても、不安の強い表情で接するこ
とが多い。
　不登校の背景は多様であり、対処の方法も一様では
ない。登校を促すことが初期においては効果を持つこ
ともあるが、引きこもる状態にはいってしまうと、親
や学校関係者も、じっくり腰を据えて、長いタームで
子どもの成長を見守ることとなる。この見守るという
キーワードは、何もしないことではなく、子どもの状
態をよく見て理解し、必要なときに最小限のサポート
をする態度をいう。保護者が一人で「見守る」態度を
自己評価していくことは困難であり、カウンセラーや
相談担当の教師、あるいは精神科の医師などが、保護
者から状態を聞きながら、子どもの状態の変化や発達
を丁寧に言語化することが必要となる。その上で、家
庭にあっては保護者自身が引きこもろうとする子ども
との接点を持ち続け、できる限り良好な関係性を担保
することが、よい発達経過を保障する。不登校や引き
こもり状態の子どもに対する「見守る」態度とは、実
に積極的であり、関係者による感受性に富むコミュニ
ケーションの方法を意味する。しかし、先に述べたよ
うに、ともすると、叱責や強制や取引のような対応に
対して、何もしないことと考えられがちである。ここ
では、その「見守る」状態に対してのかるたを作り、
一つずつ必要な要件をまとめてみた。これを保護者の
面接や保護者グループカウンセリング等で資料として
用いることで、積極的で静的な「見守り」態度を常時
点検できるのではないかと思う。以下に資料として、
かるた文面と説明文を掲載する。
3　資料　
見守りかるた
　社会は子どもたちの成長のためにいろいろな学びの
方法や場を作ろうとしています。
　学校という場で学べないからと言って子どもの価値
を切り下げないでください。
　見守るという言葉は難しいですね。どのように行動
することが見守ることなのでしょうか。
　河合隼雄さんは、見守ることは一番心を使うこと、
と言いました。気持ちを離してしまってはいけないけ
れど、子どもの心に必要以上に介入してはいけないと
も。
　子どもが不調になったとき、あなたの表情はどうなっ
ていますか。ミラーニューロンってご存知ですか？子
どものくらい顔や怖い顔つき、ゲームに没入して無表
情なのは、親ごさんのつらそうな表情に気づいている
からでは？
　学校にどうやらしばらく行けそうにないとなったら、
長期戦に備えましょう。
　不安に押しつぶされそうなのは、あなただけではあ
りません。まず、親子の関係をいいものにすることが
目標です。その方が早く成長への途を見つけられるか
らです。
　不登校の子どもはカタツムリに似ています。触覚を
出してゆっくり歩みだせるようにするのが、一番早道
です。同じ日本のどこかで、不安に押しつぶされそう
だけど、少しずつ子どもと笑顔で一緒に活動できるよ
うに、近づきすぎたり遠すぎたり、反省したり、つい、
怒ったりしながら暮らしている人がいます。
　親戚や知人から、親として甘すぎると文句を付けら
れるかもしれません。人はなかなかわかってくれない
のです。見えにくい頑張りをほめてくれる人が必要で
す。一緒に小さい変化の意味を探ってくれる人も。
あ　愛想を尽かされてるのは親の方
　だんまりを決め込み、無表情で何を考えているかわ
からない子ども。親としてはせめて怒りを表すとか、
してくれた方がましと思うのではないでしょうか。し
かし、無表情や反応の乏しさは、子どもの方の直感的
な防衛の在り方です。反応すると、親から、予測のつ
く介入的な言辞が降ってくる。それを避けるために、
親のいるところでは無表情になっています。でも、心
から親に無関心でいてほしいと思う子どもはいません。
　　
い　いらいらをぶつけて愛と言うなかれ
　部屋に引きこもり、たいていの時間をゲームに夢中
になっている子どもの姿に、ほがらかでいられる保護
者はめったにいません。腹が立つこともあって当たり
前。ゲームをする余裕があるなら、学校にいけるはず、
と思ったとしても不思議ではありません。
　でもゲームしている子どもの気持ちは、決して余裕
があるわけではありません。たとえば、大人のうつ病
の方のことを考えてあてはめてみると、理解しやすい
でしょう。うつ病の方は多くの場合、身体の状態も悪
くなり、布団の中でじっとしていたり、体調の悪さを
かこつだけで、何もできずにいる状態です。そこから
少しよくなってくると、何も考えなくてよい漫画やた
だただ長いライトノベルなどを読むことができるよう
になります。ゲームに没頭している子どもの状態は、
この段階に相当すると考えてみませんか。機嫌のよさ
そうなときに、ゲームの面白さについて聞いてみたり、
一緒にゲームを楽しんだりすることも、話のきっかけ
を作ってくれるかもしれません。
う　うそじゃない　計画立てるだけでいい
　不登校状態にいる子どもは、もともと保護者から見
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ゴールを学校への復帰に置くのではなく、当事者の進
路の問題としてとらえると述べています。不登校の当
事者が抱える問題や個性は全く多様です。中には病的
な状態に至っており、学校の生活という刺激が病気を
悪化させることも考えられます。激しいいじめにあっ
たために、PTSDとして学校という環境刺激が、さま
ざまな症状を生む引き金として学習されてしまってい
る場合もあります。また、学校ではなく自分のペース
で学ぶことを選ぶ子どももいます。発達障害の特性を
持つ当事者は、少人数で学ぶ環境以外では学習を効率
よく進めることはできないかもしれません。学校とい
う環境以外には、適応指導教室や教育センター以外に
もフリースクールや、私塾のような学び舎もあります。
体験から学び、キャリアを発見する場合もあるでしょ
う。学ぶことは多様な環境によって成立します。個人
的な体験によって発達する場合は、学校以外の他者と
の出会いが学習や体験を支えるでしょう。
き　近所にも出られずにいる苦しさよ
　お天気のよい日に、部屋のカーテンを閉め切って、
気配を隠しているわが子を見ると、なぜ、このような
晴れた日に外出できないのだろうかと、歯がゆくなる
ことでしょう。不登校に陥った子どもの苦しみは、自
分以外の人がやすやすとできている登校という事象に
自分がどうしても踏み出せないことへの絶望と自己評
価の極端な低下から生じます。他者からの視線が不安
を惹起します。特に知り合いに会って、自分のことを
評価的に云々されることが想像されるといたたまれな
くなるのは検討がつくでしょう。外に出られるように
なるためには、まず、家庭にいて自分の存在が認めら
れること。そこから始めましょう。
く　悔いのない子育てなんかあり得ない
　親になることは、すなわち、悪い親になることです。
親の望む子どもの在り方が、乳児から幼児へとすくす
く成長することを後押しします。でも、そこからは、
子どもの成長は少しずつ子ども自身のものになってい
きます。親がごく当然だと思っている期待と、子ども
の内的な成長段階が不一致であったり、子ども自身が
自分でみつけて歩もうと思った道筋が親の意向とかぶ
るというだけで、自分らしさを見失うこともあります。
　良い、ふつうの親であることは、必ず悪い親にもな
ることです。後悔のない子育てはありません。自分が
間違っていたと認めることは、子どもとの関係をいや
してくれるかもしれません。
け　健康ならそれだけでいいって言ったっけ
　子どもが小さいときには、すこやかでニコニコ笑っ
ると手のかからないよい子だった場合が少なくありま
せん。登校できなくなってからも気分の良い時は、保
護者に対して、明るい明日のイメージを提示しようと
します。文化祭のあとから登校を開始する、とか、退
学して高校の検定試験を受けて、みなと同じ進度で大
学受験をする、など、保護者が安心するような笑顔で
未来の計画を口にすることがあります。
　そういうとき保護者はどのような態度をとるといい
のでしょうか。
　そういう未来をイメージできている現実を喜ぶこと
が重要だと思います。事実としてその通りに実行しな
くても、です。言葉にできるところまで頑張れたとい
う事実を喜べば、その後、計画がうまくいかなくなっ
たときに、保護者が落胆した姿や空気が当事者に伝わ
ることはありません。
え　遠慮して弟妹も黄色信号
　不登校状態になった子どもに対して、保護者は関心
を向け続けます。精神科医に連れていったり、適応指
導教室への送迎や、教育相談センターへ当事者と保護
者でカウンセリングに向かうなど。ともすると、通常
通り登校して諸活動を楽しんでいる他の兄弟に対して
は、関心が薄くなります。しかし当事者以外の子ども
たちは、息を詰めるようにして日常を無事に送る努力
をしていることがあります。その証拠に、当事者が登
校を開始し保護者がやれやれと日常を送るようになっ
たころに、登校していた兄弟が登校を渋るようになる
こともあります。子どもたちは、保護者の気分や感情
を敏感に見抜き、可能な限り負担をかけないように気
配りしているようなのです。
お　遅くない自ら学ぶ道見つけ
　学校というのはとてもうまくできたシステムです。
集団に適応し学習プログラムに乗ることができたなら
ば、一定の知識とスキルと社会的な知恵がスムーズに
習得できます。
　しかしよくできたシステムだけに、そこに順応でき
ない児童生徒が一定の割合いることは仕方がないと思
います。自分の子どもが学校というシステムにどうし
ても合わなくなり、どうやら長期戦になりそうなとき
には、はらを決めるのが一番の早道です。
　自分の子どもはオーダーメイドの発達と学習の道筋
を通るんだということを認めませんか。保護者は発達
の道筋を阻むことだけはせず、無理のない範囲で進む
道を照らすような作業ができたらいいいと思います。
か　学校に行かずに成長する道も
　文科省は、不登校の子どもへの対応として、当座の
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てたくさん食べてくれるだけで親をしあわせにしてく
れます。親もそれ以上のことを望まないと心のそこか
ら思うのですが、子どもの年齢が高くなるにつれ、同
学年の児童生徒に要求される基準が明確になってきま
す。その基準に比べて自分の子どもが優れている、あ
るいは、劣っている、と優劣が目につくようになって
くると、健康ならいいとおおらかに言い切ることは難
しくなるかもしれません。
　でも、本来子どもが健康で、毎日を楽しく送れるこ
とが、親にとっての喜びであったことを思い出すのは、
とても重要な作業ではないでしょうか。まず、子ども
ができるだけ楽しそうに、笑顔の時間が多くなるよう
に、また、おいしいものをおいしいといって食べる食
事が多くなることを喜びたいと思います。そこまでく
れば、子どもは自然に成長の方向を向くようになるは
ずです。
こ　ここに今生きてることを認めたい
　究極、子どもの存在そのものを無条件に認めてくれ
る人、それは親や保護者であります。自分の存在を認
めて喜ぶ人の存在が感じられたら、子どもは成長に向
かっていけると思います。
さ　桜だって葉もない冬をじっと耐え
　不登校の時期を経験したことのある大学生や大人は
たくさんいます。活発で学習や作業に積極的に向かっ
ていく現在の姿からは、以前学校にいけないと苦しん
だ過去を想像するのが難しいものです。桜もまた、ほ
がらかに美しく咲く姿からは、葉を落とし冷たい冬に
耐えた姿を思い起すことは困難です。でも、温度の下
がる冬を経過しないと、花を咲かせることはできない
そうです。
　
し　しんとする真夜中だけが救いなの
　不登校や引きこもり状態の子どもはしばしば昼夜逆
転した生活形態に陥ります。自分の動向にだれも気付
くことのない真夜中が、もっとも落ち着くことができ
るのでしょう。そんな夜中、メールででもやり取りを
してみませんか。昼間は口を閉ざして気配を消してい
る子どもが、意外に素直に自分の気持ちを伝えてくる
かもしれません。そんなときには、決して叱責や、こ
うあるべき、という見地からの言葉かけはなさらぬよ
うに。おやすみ、の一言が暖かい夜を支えるかもしれ
ません。
す　すぐ戻る学校ならば休まない
　学校を休むようになって数日。少し休めば元気に登
校開始するだろうと考えていた保護者も、いらいらし
て、厳しい物言いになりがち。1日休んで、できるだけ
そばにいて、食事を楽しみ、テレビを楽しむ時間を共
にして、できたら保護者と二人だけになる時間をゆっ
たりすごしてみてください。すぐに学校に戻ろうと思っ
ているならば、なぜ、登校がいやだったか、少し話し
てみたくなるかもしれません。ことばにならなくても、
笑顔で背中を押してやって、登校を再開するならば、
それでOKです。
　でも、数日経ってもどうしても登校できず、腹痛や
微熱を訴え不安そうな表情をするときには、少し時間
をかけて取り組む問題だと認識した方がいいでしょう。
その方が子どもはほっとするものです。
　
せ　せいいっぱい我慢した末引きこもる
　学校での不適応状態は、登校を休止する以前から続
いていることが多いようです。大半の児童生徒が問題
なく登校する学校に、なんとか自分も適応しようと、
子どもは頑張ります。いじめに耐えていることもあり
ます。友人との仲たがいを苦にしていることもあるで
しょう。いずれも、普段よりも無口になったり、急な
感情の変化が見られた時には、そばにいる時間を増や
してください。どうしたの？と訊ねても、別にとしか
答えないことがあっても、家族で何か作業を共有する
時間、たとえば、池に向かって魚釣りをしているとき
とか、畑の作業を一緒にしているときなど、何か手を
動かしている時間を共有しているときには、話さなく
ても共にいてくれることへの安堵を感じると思います。
そ　掃除くらいなさいと軽く言わないで
　学校にいかない期間が長引くと、保護者は登校しな
いのならば、「せめて」家事をしなさい、とか、部屋を
片付けなさいとか、言うもののようです。しばしば親
御さんの面接で、そういうやりとりを耳にします。本来、
家庭内の作業を担当するのはよいことです。うまくで
きれば誇らしいし、身体を動かすのは気持ちのよいも
のです。活動水準があがれば学校に行くこともできる
ようになるかもしれません。ただ、学校にいかない替
わりに、せめて何々しなさい、と言うのはやめてほし
いのです。罰のように言いつけられた作業は苦役とし
か感じられません。せっかく、洗濯ものを取り込んだり、
洗い物を片付けたりしたとしても、学校に行かないの
だから当然だという評価ならば、やる気も失せます。
　どんな些細なことでも、家庭内の作業をやってくれ
たときには、保護者は喜ぶ、感謝することが大切です。
家族内で、ありがとうの一言を節約していないか、点
検のチャンスでもあります。お父さんもこういうとき
に家事を負担している奥さんへのありがとうの言葉か
けを増やすといいと思います。自然に子どもに対して
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もよくやったね、の一言がでるようになります。
た　立場変えて想像してよ子の気持ち
　保護者の立場は、社会の仕組みやうまくいかない人
生を回避するように、子どもを導こうとします。苦し
い思いを子どもにさせたくないと思う当然の親心です。
でも、そんな仕組みが見えていない子どもだったとき
には、先を見通しているような大人の目線からの物言
いには、むっとする気持ちをもったこともあるはずで
す。どういうように言えば、子どもがむっとしないで
受け止めるか、少し考えて声のトーンを調節するなど
の工夫が必要です。
ち　小さいときにいっぱい幸せくれた子よ
　不登校の状態の子どもさんを持つ保護者の方は、こ
の子さえ、学校に行ってくれたら何も問題はないので
すが、とおっしゃいます。不登校の背景には、家族関
係のひずみや蓄積されたゆがみが存在することも多く、
無意識の内に、多感な子どもがゆがみを体現している
こともままあります。身体をまっすぐにするために、
直立不動の姿勢をとることは正しくないそうですね。
まず、骨盤を調整し、その上に無理なく背骨と頭を載
せる。まあ、バランスを上手にとれて無理なく立てる
ときが、もっとも身体がまっすぐになっているときだ
とか。親子関係をもとに戻すためには、親子がもっと
も自然に仲良くできたときのことを思い出すのがいい
かもしれません。ただただ成長が頼もしく、見守るこ
とがうれしかった時のことを思い出してください。今
はうずくまっていても、目を離さず手を出さずにいれ
ば、子どもは小さいときのようににっこり笑って立ち
上がろうとするかもしれません。
つ　償えと子に言われてもおじけずに
　不登校や引きこもりが長引き、家庭内に閉ざした人
間関係の中で、子どものうつうつとしたエネルギーが
抑圧され圧縮し、時として親や兄弟への暴力として噴
出することがあります。子どもの突然の暴力に保護者
は驚き、精神疾患を疑うこともままあります。驚いても、
おびえないことです。暴力を振るった自分に驚いてい
るのは子どもの方。そして、思いのほかの効果におっ
かなびっくり。さらに暴れることで自分への侵入的な
態度から防御することになりがちです。習慣的になっ
た暴力の果て、日常的に親を暴言で批判することにな
ります。
　たとえば、小学校のときにかぎっ子だったことを償
え、とか、自分だけおさがりだったことを償えとか、
今からどうしようもないことに対して親に償うように
求めることもしばしば。
　慌てずに、落ち着いた声を出すように努力すること
です。できるだけ反論せずに、話を聴くことも大切です。
その通りだ、とあやまるのは、ゆっくりでかまいません。
　怒った声や身をよじるような不安な声を出してはい
けません。子どもが感情を出せたことは、小さな峰の
てっぺんに立ったような状態。とにかく、高いところ
まで到達したけれど、場合によると、転げおちるかも。
こちらが感情的になって、危険な谷に落ちてしまわな
いように、静かに相手の話を聴くという経験を共有し
てください。
　
て　天気のいい日は陽を楽しむ
　子どもが学校に行かずに部屋に閉じこもっていて、
家族もお互いが仲良く話さなくなったり、テレビ番組
を楽しめなくなったりと家庭内が沈鬱になることがあ
ります。
　学校に行かない時期があっても子どもが健康でいる
ならば、まず、大丈夫。そのことを基本的に評価した
いです。そして、太陽が照って、日差しが明るい日は、
そのことを幸せだと感じる方が、結果うまくいきます。
子どもがなんとなく落ち着いて一緒に居間でテレビを
見ているときは、そのことを喜んでください。今日は
落ち着いているから、学校に行ってみたら、ていうのは、
まず抑えた方がいいかもしれません。
と　父さんなんで知らん顔
　不登校状態が長引くと父親は子どもの存在に気づか
ぬような、まるでいないもののようにふるまう家庭が
多くみられます。かと思うと急に親戚や学校の教員か
ら叱るように言われて、関係のベースを築かずに嵐の
ように大声で叱ったり体罰で登校をうながしたりする
こともあります。
　多くの母親は相談の場で、「自分だけが不登校状態の
子どもにどう接していいか迷いながら頑張っているの
に、夫は私のわるいところを評論家のように指摘する
だけで、何もしようとしない」と怒りをあらわにします。
　お父さんは、お母さんと一緒に「不安だね、どうし
たらいいかわからないね、」と途方にくれることから始
めてみませんか。母親の孤立が、不登校の当事者だけ
でなく、家庭全体のきしみを強くすることにつながる
のです。
な　悩んでたこと気付かずに悪かった
　小学校から中学に進むと、帰宅しても表情がなく何
を聞いても、「別に」と「ふつう」しか還ってこないと
いうのは、まあ、よくある状態です。そんなときでも、
何か子ども自身の心配ごとが深刻かどうかは、夕食の
席で、おいしそうに食べているかどうかでわかるので
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はないでしょうか。可能な限り夕食は親と子どもが同
じ食卓につくようにするのは、大切なことかもしれま
せん。
に　にくいわけないけど拳握ってる
　どう接していいかわからないけれど、日曜日、居間
でテレビゲームに没頭している、無表情な子どもの姿
に、急に腹が立ってくるということもあるかもしれま
せん。腹が立ったから殴った、ではとんだ親からの暴
力ですが、腹を立てている自分に気づくことは、子ど
もへの接し方を考える第一歩だと思います。
　「なぜ、自分は今こぶしを握るほど腹を立ててるの
か？」
　そう気づいて、考えだすところから、初めてはいか
がでしょうか。
ぬ　ぬるくても時間をかけて温まる
　家庭に温度というものがあるとするならば、いつも
ホットである必要はないと思います。ちょっと甘やか
すような感じかもしれないけれど、そこにいることで
じわっと温まっていけば、やがて動き出すことができ
るはず。冬眠が必要なほど冷たい空気からは、なかな
か動き出すこともできません。
　
の　のんびりしているわけじゃない
　子どもが社会的な活動をしないからといって、決し
てのんびりした状態ではありません。心の中では焦り
と葛藤と不安でいっぱいです。だからといって、そっ
としておいてほしいだけではありません。だれか、自
分が怒りださないような形で、自分を救う糸口の話し
合いを始めてくれはしないか、とそう思っているはず
です。
は　覇気がないなんて言ったが母もない
　よその子にくらべて、うちの子は登校を渋るし、部
活も休みがちだし、勉強もしないし、なんて覇気がない、
と不満に思う前に。どうか、お父さんもお母さんもご
自分の生き方そのものがやる気に満ちた時期ばかり
だったか、考えてください。多忙な毎日かもしれない
けれど、新鮮な気持ちで読書をしたり、新しい社会活
動を始めてみたり、そんな行動を忘れているかもしれ
ません。
ひ　必死で引きこもっている
　引きこもる、という状態はものすごく体力も気力も
消耗するようです。何から撤退したいのか自分でもわ
からないまま、他者からの侵入を防がないと自分が壊
れてしまいそうな危険だけを感じる。自分を守るため
には仕方なくこもってしまった面があります。一旦こ
もると、今度はどうやって家族と、そして社会と接点
をもったらいいのかわからず、部屋を出て行くのが怖
くなってしまうのだと想像します。
ふ　冬の夜コタツも鍋も拒否る君
　寒い季節には、一つの部屋で暖かい食事を摂るだけ
で幸せな気分になるものです。しかし、家族と食事を
とれない場合、鍋もこたつも一つ席が空いたまま。残
るメンバーの気分もあがりません。
　時間差の鍋はいかが？一言メモを書いて一人鍋を
セット。夜中に温めて一人で食べるとしても、家族の
余韻は伝わるかも。時間差の家族から始めても悪くな
いと思うのです。
へ　下手な笑顔を見破られ
　できるだけ、家庭では本当に笑顔でいたいものです。
張り付いた笑顔は、ばれます。
　面白いことをさがしてください。笑えることはなん
でも笑う方がいい。他者をばかにしたりさげすんだり
する笑いでなく。うれしくなって自然に笑ってしまう
ような、テレビの一シーンでも、映画の再放送でも、
飼い猫の仕草でも、犬のわるふざけでも、ご近所の赤
ちゃんでも。さがしてでも、笑顔でいたほうがいい。
当事者が部屋を出てきたときに、迎える家族の目が笑っ
ていたら、そのほうが断然いいです。
ほ　ほしいもの買ってやるから学校行け
　やってはいけないものは、取引です。ちょっとした
取引の結果、行動が変化しても、そのあと要求が必ず
エスカレートします。
　必要と認めたら、買い物やお出かけするのはよいこ
とです。取引ではなく、その子の活動水準をあげるこ
とには、ある程度積極的でもいいのです。
ま　マンガでも読む気になれば前進さ
　鬱に苦しんだことのある方はご存知でしょう。憂鬱
というより何もやれない状態です。ただ布団で寝てい
たい、と思う状態になります。そういう時に教科書を
ひらくなんてとんでもない。本も読めない時期が数ヶ
月続くときも。ようやく、マンガが読めるようになっ
たら、そのことを喜んでください。一歩歩めたら一歩
を褒めて。よければ、同じマンガを読んでみるのもあ
りです。
み　みんなと同じでなくていい
　高度成長期、家族は核家族になり、父が働き手とし
て会社に属し、毎年昇給があり、豊かになっていく。
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母は家庭を守り子供の養育にあたる。子供たちは学力
を競い、少しでもよい学歴をつけて、会社に入ること
を目指す。そんな近代家族モデルを共有し、一億総中
流と嘯いたのは、それほど長い期間ではありませんで
した。格差社会と言われて久しいですが、多様な生き
方に寛容な社会でもあります。たくさんの国から日本
に移住した人や、血縁のない人と共住みを選択する人。
同性をパートナーに選び、他者に認めてもらう人。実
は学校に対する態度には多様性があるはず。学校以外
の成長の道を選んだなら、そのことを認めてあげる方
が早道かもしれません。
む　無理やり登校意味あるの？
　不登校状態に陥っていても、先生や親に説得される
とできるだけ言うことをきこうとする子どもたちもい
ます。熱心に家に来てくれる教師に言われると、連れ
だって学校に行く。でも、翌日から体調を崩してしま
うこともあります。また、一日だけでも登校したら卒
業させるからと言われて、親にむりやり車に乗せられ
て学校の敷地に入り、それでいいと言われた思い出の
ある生徒は、それがトラウマになってしまったと言い
ます。
め　面倒をかけてる自分、責めちゃうよ
　親もため息の一つも出るでしょう。仕事をし、家に
帰っても、引きこもっている子どもの気配に気づかっ
て、足音も忍ばせる。家の中でのびのびできないのは、
引きこもる子どもだけではなく、家族メンバー全員で
あるかもしれません。親のため息を聞いてしまうこと
も。
も　元の自分に戻りたいさ
　元気だったとき、もの思わずに登校できていたとき
に戻りたいのは引きこもっている子どもも同じ。でも、
過去に戻ることができないならば、ほんの少しずつ活
動水準をあげて、家庭内で会話を増やし、ころあいを
見て話を聞き、今後について話し合うことができる日
を手繰り寄せることが第一です。昔に戻るのではなく、
引きこもった時間を経て成長した姿で社会と接点を持
つようになるのですから。
や　ヤンチャ叱った頃がよかったな
　喧嘩して友達を泣かせたり、いたずらが過ぎて学校
からよびだしを受けたり。そのたびにほとほとおとな
しくなってほしいと親は思うものでしょう。でも、部
屋に引きこもったり、家の中で太陽にも当たらずにゲー
ムだけに集中している姿をみると、ヤンチャな頃が懐
かしく、かけがえのない子育ての時期だったと思い返
すかも。一歩一歩と歩みはじめて、外へ出ようかどう
しようか迷う子どもと一緒にハラハラしたり、ほっと
したりするのも、特別製の子育てだと思うのです。
ゆ　ゆるくていい進んで戻ってそれでいい
　思春期の子どもたちの発達というのは、目覚ましい
ものがあります。と同時に、家庭内では反抗的になっ
たり、あまり話さなくなったりもします。不登校から
引きこもった子どもは、エネルギーをためて、回りの
安全を何回も確かめてやっとのことで進み始めます。
自分で確認しながらの発達は、時にあともどりに見え
る時期があったとしても、着実で大きく崩壊しにくい
ものとなります。
　
よ　よい子のままではいられなかった
　不登校に陥る前は、優等生で友達もいて成績も悪く
なかった。そういうケースは多いものです。思春期に
なり、これまでのように大人の期待に応えてしまう成
長の道筋をとることができなくなることもよくあるこ
と。追いつめて暴君と化すことのないように、昔を美
化しすぎないように、今の成長と良い点をきちんと評
価してください。きっと外に出ようと思うときがきま
す。
わ　私はこう生きる、そう言えるまで待っていて
　迷ったり、焦ったり、羨んだりしたとしても、自分
の生き方は自分にしか責任がもてません。子どももそ
のことを知っているのです。学校に行けなくても、何
かやってみたいことがあって、大きな負担がなければ
やらせてみてあげてください。失敗することも大切。
続かなくてもよいのです。やってみたいと本心から言
えたら、まずそこまでの進歩を喜ぶ。そして、やって
みて怖くなったとしても、そこまで試せたことを喜ぶ。
そうやって、一歩を大切に評価してみてください。きっ
と、自分で自分らしい生き方を見つけ出すと思います。
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